
防防
災災
協協
力力
事事
業業
所所
へへ
のの
登登
録録
をを
募募
集集
しし
まま
すす

事
業
所
は
地
域
の

防
災
力
の
担
い
手

制
度
実
施
の
目
的

協
力
の
内
容

登
録
に
つ
い
て

地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

■
自
主
防
災
組
織
を

つ
く
ろ
う

■
防
災
週
間
に
ち
な
ん
だ

行
事
に
参
加
し
よ
う

No.７５１

今
世
紀
前
半
に
も
発
生
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
東
南
海
・

南
海
地
震
。

こ
の
よ
う
な
広
域
的
な
災
害

や
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
は
、

自
分
が
自
分
を
助
け
る「
自
助
」、

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
が
住
民

を
助
け
る
「
公
助
」
に
加
え
て
、

住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
事
業

所
な
ど
が
互
い
に
助
け
合
う

「
共
助
」
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
事
業
所
は
、
①
地
域

に
密
着
し
て
お
り
、
発
生
し
た

災
害
な
ど
に
迅
速
な
対
応
が
で

き
る
②
平
時
に
事
業
所
の
活
動

で
培
っ
た
組
織
力
が
発
揮
で
き

る
③
専
門
的
な
資
機
材
や
技
術

を
保
有
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
で
き
る
ー
と
い
っ
た
特
徴
を

持
ち
、
地
域
の
防
災
力
強
化
の

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

徳
島
市
で
は
、
事
業
所
が
持

つ
人
員
、
資
機
材
お
よ
び
技
術

な
ど
を
地
域
の
重
要
な
防
災
力

と
考
え
、
民
間
団
体
な
ど
と
災

害
時
の
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
（
左
表
参
照
）。

そ
こ
で
、新
た
に
災
害
や
事
故

な
ど
の
発
生
時
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
事
業
所
を
、防
災
協
力

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
す

る
「
徳
島
市
防
災
協
力
事
業
所

登
録
制
度
」
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
事
業
所
に
よ
る
共
助
体
制

の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
り
ま
す
。

防
災
協
力
事
業
所
の
登
録
は
、

災
害
協
定
よ
り
も
手
続
き
が
簡

単
で
、
事
業
所
の
規
模
に
よ
ら

ず
行
え
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
事
業
所
の
協
力
が
得
や
す

く
な
り
、
防
災
力
の
向
上
が
期

待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
実
際
に
災
害
や
事
故

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
登
録

し
た
事
業
所
の
自
発
的
な
防
災

協
力
を
得
る
こ
と
で
、
被
害
の

軽
減
が
図
れ
ま
す
。

事
業
所
の
防
災
活
動
へ
の
協

力
に
は
、
救
助
・
救
急
活
動
や

帰
宅
困
難
者
・
避
難
者
へ
の
支

援
、
一
時
避
難
場
所
の
提
供
、

物
資
の
提
供
な
ど
が
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
で
地
域
貢
献
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
防
災
協
力
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
実
例
が
あ
り
ま
す
。

▼
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
（
平

成
７
年
１
月
１７
日
）、事
業
所
の

自
衛
消
防
隊
が
行
っ
た
近
隣
地

区
で
の
消
火
協
力

▼
東
海
豪
雨
時
（
平
成
１２
年
９

月
１１
日
）、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
屋
上
開
放
に
よ
り
、
車
を

避
難
さ
せ
る
こ
と
で
冠
水
を
免

れ
た
防
災
協
力

▼
Ｊ
Ｒ
尼
崎
線
脱
線
事
故
（
平

成
１７
年
４
月
２５
日
）、周
辺
事
業

所
が
行
っ
た
被
災
者
救
出
、
応

急
救
護
、
患
者
の
搬
送
協
力

制
度
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
や
資
料
請
求
な
ど
は
、
電
話

ま
た
は
メ
ー
ル
で
危
機
管
理
課

（
市
役
所
６
階
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

担
当
職
員
が
事
業
所
に
伺
い
、

制
度
の
概
要
説
明
と
事
業
所
の

希
望
す
る
協
力
方
法
の
確
認
を

行
い
ま
す
。

な
お
、
登
録
し
た
事
業
所
は
、

希
望
に
よ
り
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

１１１５５５
日日日
〜〜〜
２２２１１１
日日日
ははは
「「「
防防防
災災災
ととと
ボボボ
ラララ
ンンン
テテテ
ィィィ
アアア
週週週
間間間
」」」

自自
分分
たた
ちち
のの
まま
ちち
はは
自自
分分
たた
ちち
でで
守守
るる

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
１２
年
を
迎
え
ま
す
。
震
災
で
は
、
６
千
人
以
上
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
多
く
の
人
命
が
救
わ
れ
、

「
共
助
」
の
重
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
徳
島
市
で
は
、
こ
の
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
東
南

海
・
南
海
地
震
な
ど
の
広
域
的
な
災
害
に
備
え
て
「
徳
島
市
防
災
協
力
事
業
所
登
録
制
度
」
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
１
月
１５
日
〜
２１
日
は
、
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
で
す
。
地
域
に
お
け
る

住
民
、
自
主
防
災
組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
事
業
所
な
ど
が
助
け
合
う
仕
組
み
の
構
築
に
つ
い
て
、

い
ま
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

防災協力事業所登録制度のしくみ

徳島市が民間団体などと締結している
災害時の協定

①ガス爆発事故等発生時の措置（４機関・１団体・２社）

②航空用燃料の供給（１社）

③徳島駅構内の旅客に対する応急対策（１社）

④消防活動にかかるクレーン車の出動（７社）

⑤応急処置に係る建設機械の応援出動（４社）

⑥応急復旧、その他応急措置の協力（１団体）

⑦飛行場外離発着場としての施設の使用（３社）

⑧大規模災害時における輸送協力（１団体）

⑨医療救護活動（２団体）

⑩物資供給の応援（３団体・２社）

⑪災害用トイレの供給協力（４社）

⑫救援物資供給（５社）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、救

助
さ
れ
た
人
の
約
８
割
が
家
族

や
近
所
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
救

出
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
と
人
と
の
助
け
合
い
は
、

救
助
だ
け
で
な
く
、
火
災
が
発

生
し
た
と
き
の
初
期
消
火
活
動

や
被
災
後
の
生
活
面
で
も
重
要

と
な
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と

き
に
地
域
で
の
助
け
合
い
の
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、

日
ご
ろ
の
体
制
づ
く
り
が
大
切

で
す
。市
で
は
、町
内
会
や
自
治

会
単
位
で
の「
自
主
防
災
組
織
」

の
結
成
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
住

民
が
団
結
し
て
、
ま
ち
ぐ
る
み

で
防
災
活
動
を
行
う
た
め
の
集

ま
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
こ
う
し
た
組
織
を
つ
く

り
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
強
い
連
帯
意
識
を
持

っ
て
、
避
難
訓
練
や
初
期

消
火
訓
練
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
し
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

現
在
、市
内
に
は
、４
４

０
の
自
主
防
災
組
織
が
あ

り
、
約
３
万
８
０
０
０
世

帯
が
加
入（
平
成
１８
年
１２

月
末
現
在
）し
て
い
ま
す
。

ま
だ
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ

れ
て
い
な
い
地
域
の
皆
さ
ん
は
、

町
内
会
や
自
治
会
で
話
し
合
い
、

ぜ
ひ
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
危

機
管
理
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
、

お
よ
び
、
こ
の
前
後
の
期
間
に
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
た
防
災
訓
練
や
図
上
訓
練
、

教
職
員
対
象
の
救
命
講
習
、
地

域
防
災
無
線
に
よ
る
通
信
訓
練

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、
次
の
行
事
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◆
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

﹇
と
き
﹈１
月
１８
日
�
〜
２０
日
�

９
時
〜
１７
時

﹇
と
こ
ろ
﹈ふ
れ
あ
い
健
康
館
１

階
（
沖
浜
東
２
）

﹇
内
容
﹈防
災
グ
ッ
ズ
や
防
災
パ

ネ
ル
の
展
示
、
耐
震
・
防
災
相

談
コ
ー
ナ
ー
、
家
具
転
倒
防
止

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付

◆
市
民
防
災
研
修
会

﹇
と
き
﹈１
月
２８
日
�
１０
時
〜
１２

時﹇と
こ
ろ
﹈市
役
所
１３
階
大
会
議

室﹇内
容
﹈講
演「
東
南
海
・
南
海
地

震
に
備
え
た
い
」

﹇
講
師
﹈市
民
防
災
指
導
員

黒
田

忠
良
さ
ん

﹇
参
加
費
﹈無
料

﹇
定
員
﹈先
着
３
０
０
人

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈電
話
で
危
機

管
理
課
へ

事業所に応じた防災協力の方法を登録することで、
地域の防災力が向上します。

防災訓練に取り組む地域の皆さん（昨年）

月１５日
発行：徳島市（毎月１日・１５日発行）

〒７７０‐８５７１
徳島市幸町２丁目５
�（０８８）６２１―５１１１（代表）

１2007 平成１９年１月１日現在
（前月比）

（＋１３）
（－４）
（＋１７）
（＋６３）

人 口 ２６１，６６４人
男 １２４，６２６人
女 １３７，０３８人

世帯数 １０９，５６９世帯
面 積 １９１．３９�

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈危
機
管
理

課
�（
６
２
１
）５
５
２
７

�kiki

‐kanri@
city.

tokushim
a.lg.jp

●徳島市の広報番組

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日 １１：５０～正午放送

『 徳 島 市 Ｎ Ｏ Ｗ 』（ケーブルテレビ徳島）毎日３回週替わりで放送

徳島市は、個人情報の取扱いについては、「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。
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健
康
づ
く
り
と

上
手
な
受
診
を

第７５１号 平成１９年１月１５日 （２）

徳
島
市
の
平
成
１７
年
度
の
老

人
保
健
受
給
対
象
者
は
２
万
９

４
５
７
人
で
、
受
給
対
象
年
齢

の
引
き
上
げ
（
平
成
１４
年
１０
月

か
ら
は
対
象
年
齢
が
７０
歳
か
ら

７５
歳
に
変
更
）
に
よ
り
減
少
し

ま
し
た
（
表
１
参
照
）。

老
人
保
健
医
療
費
は
介
護
保

険
制
度
の
導
入
に
よ
り
平
成
１２

年
度
以
降
減
少
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
１７
年
度
で
は
２
６
１

億
７
３
３
２
万
円
と
上
昇
傾
向

に
あ
り
ま
す
（
表
２
参
照
）。

ま
た
、
徳
島
県
全
体
と
比
較

す
る
と
、
徳
島
市
の
一
人
当
た

り
の
老
人
医
療
費
は
高
い
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
（
表
３
参

照
）。今後

は
、
高
齢
化
に
よ
り
老

人
医
療
受
給
者
数
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
や
、
医
療
技
術

の
高
度
化
が
進
む
こ
と
な
ど
か

ら
、
老
人
医
療
費
は
増
加
し
て

い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

老
人
保
健
制
度
は
高
齢
者
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
国
民
み
ん
な
が
協
力
し

あ
っ
て
費
用
を
負
担
し
て
い
ま

す
。
大
切
な
医
療
費
を
無
駄
づ

か
い
し
な
い
よ
う
、
一
人
一
人

が
日
ご
ろ
か
ら
意
識
し
ま
し
ょ

う
。

高
齢
に
な
る
と
病
気
に
か
か

り
や
す
く
、ま
た
治
り
に
く
く

な
る
た
め
、ど
う
し
て
も
医
師
に

か
か
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

普
段
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
や
適
度
な
運
動
で
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

か
か
っ
た
医
療
費
に
関
心
を
持

ち
、
適
正
な
医
療
を
受
け
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、

指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う

●
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う

●
重
複
診
療
や
は
し
ご
受
診
は

や
め
ま
し
ょ
う

あなたの市・県民税がかわります！

〜
健
康
づ
く
り
と
適
正
な
医
療
で
抑
制
を
〜

第１回
調整控除についてどうかわるの？Ｑ＆Ａ 増

加
が
見
込
ま
れ
る
老
人
医
療
費

Q．国から地方への税源移譲のため、所得税と市・県民税の人的控除額の
差で税負担（所得税＋市・県民税）が増えないように減額措置（調整控除）
が新設されるとのことですが、具体的にどう算出するのでしょうか？

A．下記の表により算出します。

例 徳島太郎３０歳 合計課税所得金額２０３万円、控除対象配偶者有りの場合
適用される人的控除は配偶者控除と基礎
控除なので、右表のとおり所得税と市・県民
税の人的控除の差額の合計は１０万円になり、
調整控除額は、
｛１０万－（２０３万－２００万）｝×５％＝３，５００
３，５００≧２，５００
なので調整控除額は３，５００円となります。

平成１９年度市・県民税の所得割額は、調整控除額が適用されるので、こ
の例の場合、市・県民税の所得割額は、課税所得金額２０３万円×税率１０％－
調整控除額３，５００円＝１９９，５００円となります。この額に均等割額４，０００円を
加えた額２０３，５００円が平成１９年度分の市・県民税額になります。

［問い合わせ先］市民税課（�６２１－５０６３・５０６４・５０６５）
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一時的保育の新規入所
申し込みを受け付けます

平平 成成
１１９９年年度度

特特
別別
障障
害害
給給
付付
金金
制制
度度
をを

ごご
存存
じじ
でで
すす
かか

週３日までの保育の申し込みを受け付けます。
［対象］市内に在住し、住民基本台帳に登録または外国人登録している家庭で、
保護者の仕事や家庭の事情などで一時的に保育に欠ける、平成１９年４月１日
現在、小学校就学前である児童。
［保育時間］月～金曜日：午前８時３０分～午後５時

土 曜 日：午前８時３０分～正午 ※祝日は除く
［保育料］１日１，８００円 ［申し込み］２月１日�～２８日�に各保育園へ。

［問い合わせ先］各保育園、保育課（�６２１－５１９３）

◆ぐるーり南九州
２月４日�～７日�〈３泊４日〉
６８，０００円（朝３・昼４・夕４食付き）
◆宇奈月温泉・冬の風物詩「雪上花火大会」
雪の五箇山合掌集落
２月１０日	～１１日�〈１泊２日〉
３１，０００円（朝１・昼２・夕１食付き）
◆成田不動尊・今宮戎神社・住吉大社
２月１０日	〈日帰り〉
７，０００円（昼食付き）
◆淡路七福神めぐり
２月１７日	〈日帰り〉
８，０００円（福笹・昼食付き）
◆花と温泉めぐり！ミステリーツアー
２月２５日�〈日帰り〉
９，５００円（昼食付き）
問 市バス観光係（�６５２－２１３３）

［譲ります］（品名、使用年数、価格）

▽ビニールレザーソファと机、７年、無償

▽ワープロ、８年、無償▽ワープロ、１０年、

無償▽自転車（女性用）、６カ月、１，０００円

［譲ってください］▽ノートパソコン▽マ

ネキン人形▽ベビーゲート▽子ども用自

転車▽ベビーカー▽チャイルドシート

※掲載品以外に譲りたいもの、譲ってほ

しいものがある場合は、ご連絡ください。

申 はがきに希望の品（１人１品目）・

住所・名前・電話番号を記入し、１月２０

日	までに消費生活センター（〒７７０－
０８３４元町１）へ。同２４日�に抽選し、当
選者に連絡します。

問 徳島市消費生活センター（�６２５－
２３２６ 火曜日・祝日は休み）

親親子子ふふれれああいいププララザザ 市バス 旅への誘い不用品活用 EEMM生生ごごみみ処処理理容容器器のの
無無料料交交付付

【２月の行事】 �657‐0065
いずれも参加無料。※印は要申し込み。

★印は当日先着３０人
EM生ごみ処理容器の無料交付を次の

とおり行います。

［募集期間］１月１５日
～１月３１日�
［対象］市内在住で庭や菜園があり、たい

肥を活用できる人。団体は不可。

［交付内容］処理容器１個・ボカシ半月分

［交付数］１００個（１世帯につき１個。先着順）

［交付方法］説明会（３０分程度。当選者に通

知）を開催し、会場で容器とボカシを交付

［申し込み方法］往復はがきに、「EM生ご

み処理容器」・住所・世帯主名（ふりがな）・

電話番号・返信先あて名を記入し、１月３１

日�（当日消印有効）までに、生活環境課
（〒７７０－８５７１幸町２―５�６２１－５２０２）へ。

◆子育てセミナー
「親子動物教室」※
日時 ２月１日� １０：３０～１１：３０
場所 親子ふれあいプラザ（きりんルーム）
講師 とくしま動物園職員
定員 就学前の子どもとその保護者２５組

◆親子教室
対象：就学前の子どもとその保護者

内 容

絵本の読み聞かせ

節分★

歯みがき指導★
子育てカウンセリング※
カウンセラー 和田厚子さん（英語も可）

ひな人形をつくろう★
お誕生パーティー※
（２月生まれ）

開館時間は９：００～１８：００（日・祝は１６：００まで）月曜日は休館

日 時

毎日１０：３０～１１：００
１４：３０～１５：００

２日�１０：３０～１１：２０
７日�１０：３０～１１：３０
８日�
１０：３０～１５：００

１６日�１０：３０～１１：２０
２２日�
１０：３０～１１：２０

表１ 老人医療受給者数の推移（単位：人）
対前年度伸率
４．２０％
６．４５％
△２．３６％
△４．８１％
△４．８７％

受給者数
３１，２２９
３３，２４２
３２，４５６
３０，９６７
２９，４５７

平成１３年度
平成１４年度
平成１５年度
平成１６年度
平成１７年度

人的控除額の差（一例）

差額
（A－B）

５万円

５万円

市・県民税
（B）

３３万円

３３万円

所得税
（A）

３８万円

３８万円

配偶者
控除
基礎
控除

減 額 措 置 の 方 法

AとBいずれか少ない金額の５％（市３
％、県２％）を所得割額から減額します。

{人的控除額の差の合計額－（市・県民税の合計課税所得金額－２００万
円）}×５％（市３％、県２％）を所得割額から減額する。
※ただしこの額が２，５００円未満の場合は２，５００円を所得割額から減額
します。

A．人的控除額の差の合計額
B.市・県民税の合計課税所得金額

合計課税
所得金額

２００万円
以下

２００万円
超

対象年齢

０歳（４カ月～）のみ

１歳後半～

６カ月～２歳前半

１歳後半～

２歳～

２歳～

２歳～

１歳後半～

１歳後半～

１歳後半～

１歳後半～

１歳後半～

１歳～

１歳後半～

１歳後半～

１歳～

１歳後半～

１歳～

定員

各日 ３人程度

〃 １５人程度

〃 ３人程度

〃 １０人程度

〃 １５人程度

〃 １５人程度

〃 １５人程度

〃 １５人程度

〃 ２０人程度

〃 １３人程度

〃 １５人程度

〃 ６人程度

〃 １５人程度

〃 １５人程度

〃 １５人程度

〃 ６人程度

〃 １５人程度

〃 １８人程度

電話番号

６２２－８５８７

６２２－６３８３

６２５－８６７６

６５４－７５２１

６２５－７５２４

６３１－３０８３

６３１－７２８９

６３２－０６５４

６６８－２１１５

６６５－３５６１

６６５－１５１０

６６３－２４３５

６２６－１９１１

６２６－３２３２

６３２－２３３３

６６５－７７６８

６０２－４８６０

６６４－４８８８

所在地

福島一丁目

北出来島町１丁目

南前川町３丁目

南佐古三番町

住吉二丁目

名東町１丁目

北矢三町二丁目

中島田町３丁目

八万町大坪

川内町大松

川内町下別宮西

大原町中須

中吉野町１丁目

中昭和町４丁目

北田宮二丁目

川内町鶴島

寺島本町西２丁目

北沖洲三丁目

保育園名

阿波国慈恵院

出来島

前川乳児

南佐古

さくら

若松

青葉

島田

ひまわり

くるみ

川内南アコール

大原

助任

育英

青嵐

川内わかば

四国大学附属

めだか
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各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。



時 間

１０：００～１１：３０
（９：３０～受け付け）

１３：３０～１５：００
（１３：００～受け付け）

※全３回の講座。場所・日時は希望により選択可。

開 催 日
第３回

２／２１�

２／２３�

第２回

２／１３�

２／１５�

第１回

２／５�

２／９�

場 所

上八万コミュニ
ティセンター

南井上コミュニ
ティセンター

（３） 平成１９年１月１５日 第７５１号

INFORMATION

募 集

メタボリックシンドローム予防講座
～内臓脂肪減量大作戦！～
対象は４０～６４歳の市民（健康診断の結果
で、腹囲が男性８５cm以上、女性９０cm以上。
全日程で参加できる人に限る）。健康チェッ
ク、講話（メタボリックシンドローム、食
生活や運動など）、実技（体力測定、体操）。
定員は各３０人（先着順）。受講は無料。

食生活ダイエット相談

▽２月７日�＝コンピューターによる食
生活診断 ▽２月２１日�＝個別相談。いずれ
も１３：００～１７：００。保健センター（ふれあ
い健康館２階）栄養相談室で。１人１時間。
定員は各日先着４人。対象は４０歳以上の市
民。両日でも１日だけでも可。また、グル
ープ（３人まで）でも可。相談は無料。
申 いずれも保健センター（�６５６－０５３１）

第２回高齢者食生活改善教室
～簡単！実践！バランスのよい食生活～
２月９日�１０：００～１３：００（受け付けは
９：４５～）。保健センター調理実習室（沖浜
東２ ふれあい健康館内）で。対象は６５歳
以上の市民（過去の本教室参加者を除く）。
内容は講話と実習。筆記用具、エプロン、
三角巾、タオルを持参で。定員は３０人（先
着順）。参加は無料。
申 １月２６日�までに保健センター（�６５６
－０５３４）へ。

新春ふれあい寄席
２月１０日�１３：３０～１５：００。ふれあい健
康館（沖浜東２）１階ホールで。落語家・笑
福亭学光さんによる落語など。定員は２００
人（抽選）。参加は無料。
申 はがきに、住所・名前・電話番号を記
入し、１月２５日�（必着）までに、ふれあ
い健康館ボランティア係（〒７７０－８０５３
沖浜東２－１６ �６５７－０１９０）へ。

徳島産でおいしいものを作ろう！
～とれたて野菜でつくる家庭の味～
２月３日�１０：００～１２：００。県青少年センタ
ー（徳島町城内）４階調理実習室で。徳島産
の米、新鮮な旬の野菜（ブロッコリーなど）
を使用。定員は２０人（抽選）。参加費は５００円。
申 はがきに住所・名前・電話番号を記入
し、１月２５日�（当日消印有効）までに農
林水産課（〒７７０－８５７１ 幸町２－５ �
６２１－５２４６）へ。徳島市ホームページ「電
子申請」からの申し込み可。

リフォーム講座 ～和服のリフォーム～

▽ A（初心者向け）＝１月２９日�と２月
５日� ▽ B（中級者向き）＝２月２６日�と
３月５日�。各２日間で、いずれも１３：３０
～１５：３０。シビックセンター５階第１活動
室で。講師は１級技能士・中林恵子さん。
定員は各１５人（抽選）。受講は無料。
申 往復はがきに、希望講座（AかB）・
住所・名前・電話番号・返信あて名を記入
し、１月２０日�（当日消印有効）までに徳
島市消費生活センター（〒７７０－０８３４ 元
町１－２４ �６２５－２３２６）へ。

リフォーム講習会
～古い浴衣などから布ぞうりを作りましょう～

▽ A班＝２月９日� ▽ B班＝２月２８日�。
いずれも１３：００～１６：００。消費生活センタ
ー（シビックセンター４階）で。定員は各
２０人（抽選）。受講は無料。
申 往復はがきに、希望の班・住所・名前
・電話番号・返信あて名を記入し、１月２５
日�（当日消印有効）までに徳島市消費生
活センター（〒７７０－０８３４ 元町１－２４
�６２５－２３２６）へ。

ガラス工芸体験観光
２月４日	。徳島ガラススタジオ（勝占
町中須）で。 ▽吹きガラス体験＝９：３０～
１１：４５。対象は１５歳以上の人（中学生を除
く）。参加費２，５００円。１月２０日�１０：００～
電話受け付け。先着６人。 ▽サンドブラス
ト体験＝１３：００～１７：００。参加費１，０００～
１，５００円。当日受け付け（１５：００まで）。
申 徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）

シルバー人材センター剪定講習会
２月２０日�～２３日�１０：１０～１５：００。徳
島市立スポーツセンター（川内町沖島）他

で。樹木剪定（せんてい）の基礎講習会。
対象は６０～６５歳の人。定員は２５人（先着順）。
受講は無料。
申 土曜・日曜を除く９：００～１６：００にシ
ルバー人材センター（�６５３－６２９８）へ。

催 し

第４８回徳島市高齢者大学
１月１７日�１０：００～。ふれあい健康館（沖
浜東２）１階ホールで。演題は「高齢者の
ためのよくわかる口腔ケア」。講師は徳島県
歯科医師会常務理事・佐藤修斎さん。対象
は高齢者。参加は無料。当日、直接会場へ。
問 ながいき課（�６２１－５１７６）

ガラス工芸ミニワークショップ
１月２１日	１３：３０～１６：３０（受け付けは

１６：００まで）。シビックセンター３階ロビー
で。内容は節分にちなんだ豆まき小皿の制
作。対象は小学生以上。材料費１個７００円。
問 シビックセンター（�６２６－０４０８）

学校給食パネル展
１月２２日�～２６日�８：３０～１７：００（最
終日は１６：００まで）。市役所１階国際親善コ
ーナーで。学校給食の歴史、献立、調理、
食育などについてのパネルを展示。
問 給食管理室（�６２１－５４１６）

第３５回徳島市芸術祭「芸能祭」
２月４日	１２：３０～。徳島市立文化セン
ターで。内容は、市文化協会加盟団体によ
る邦楽、日本舞踊、人形浄瑠璃、バレエ、
和太鼓、民謡の演技披露。入場料は５００円。
問 徳島市文化協会事務局（文化振興課内
�６２１－５１７８）

第２７回市障害者福祉展
２月１０日�１０：００～１７：００。ふれあい健
康館（沖浜東２）１階きっかけ空間で。障
害のある人の作品の展示・即売のほか、茶
席、手話コーラスなど。参加は無料。
問 福祉課（�６２１－５１７７ 
６２１－５３００）

お 知 ら せ

電気式生ごみ処理機の購入費を補助
対象は、市に住民登録し、住んでいる世
帯主。補助金額は購入金額の２分の１（た
だし限度額は３万円）。補助台数は５００台（１
世帯１台限り）。対象機種は、微生物分解方

式か乾燥方式の家庭用電気式生ごみ処理機。
なお、徳島市内の取扱店以外で購入した
り、申し込み後に送付する「承認決定通知
書」を受け取る前に購入した場合は、補助
金を交付できないので注意を。
申 はがきに「電気式生ごみ処理機購入費
補助希望」と明記のうえ、住所・世帯主の
名前（ふりがな）・生年月日・電話番号を
記入し、生活環境課（〒７７０－８５７１ 幸町
２－５ �６２１－５２０２）へ。

要約筆記奉仕員を派遣
聴覚に障害のある人の円滑な意思の疎通
を図るため、話し言葉を書いて伝える要約
筆記の奉仕員を派遣。講演会、研修会など
の他、会合など個人でも利用可。
問 NPO法人文字情報支援ひこばえ（�

６６８－４５０９）、福祉課（�６２１－５１７７
６２１－５３００）

建設業者などの登録
申請を受け付け
対象は、県内に主たる営業所（本社）が
ある①建設工事業者②建設コンサルタント
業者③用地取得に係る業務を行う人（司法
書士・土地家屋調査士・不動産鑑定士・補
償コンサルタント業者）、市内に本社がある
④推進工事業者⑤解体工事業者で、競争入
札に参加希望の人。今回から④⑤について
も２月に受け付けとなったので注意を。
有効期間は①＝６月１日～平成２０年５月

３１日②③＝６月１日～平成２１年５月３１日④
⑤＝８月１日～平成２０年５月３１日。
申 ２月１日�～１５日�に、監理課（市役
所５階 �６２１－５３２６）へ。

水道管の凍結にご注意ください
寒さが厳しいこれからの時期には、水道
管や蛇口が凍結したり破裂したりすること
があるので、水道管や蛇口を再点検し、特
に北向きや風当たりが強い所に、むき出し
で設置されている場合は、保温材を取り付
けるなど防寒処置を。なお、厳しい冷え込
みが予測される時は、蛇口を開け、浴槽な
どへ少量の水を出しておくと凍結対策に。
問 水道局（�６２３－１１８７）

市有地を公売
市有財産（土地）を一般競争入札により
公売。物件＝上吉野町二丁目１番５５・宅地
４６２．０８㎡。１月２３日�１０：００から現地説明
会。入札は２月２日�１０：００から市役所７
階７０２会議室で。
申 所定の用紙で、１月３０日�までに管財
課（市役所７階 �６２１－５０５１）へ。

保保育育士士・・幼幼稚稚園園教教員員のの臨臨時時職職員員選選考考試試験験をを実実施施市営住宅の
入居者募集

所得基準（公営住宅＝月額２００，０００円以下、改良住宅＝月額１３７，０００
円以下、高齢者・障害者世帯、小学校就学前の子どもがいる世帯は別基
準）があります。家賃は所得などにより決定。
［申し込み］２月６日�・７日�８：３０～１７：００、市役所４階４０１会議室で

受け付け。入居申込書、所得の証明書、住民票などが必要。２月９日�に同会議室で抽選
します。［問い合わせ］住宅課（�６２１－５２８６）

平成１９年度に雇用する臨時保育士と臨時幼稚園教員の選考試験を２月１１日	に実施します。
［申し込み］所定の用紙で１月１８日�～３１日�に各担当課へ。郵送の場合は書留で（１月３１日
�当日消印有効）。なお、申込用紙は、市役所１階案内と各担当課にあります。郵便で請求す
る場合は、封筒の表に「臨時保育士請求」または「臨時幼稚園教員請求」と朱書し、返信用封筒
（あて先を記入し、１２０円切手を貼った角形２号）を同封してください。

【臨時保育士】
［会場］市役所１３階大会議室
［受験資格］都道府県知事に対して保育士登
録を行った人か、平成１９年３月３１日までに登
録ができる見込みの人
［試験内容］小論文・面接
［問い合わせ］保育課（�６２１－５１９５）

【臨時幼稚園教員】
［会場］中央公民館７階
［受験資格］昭和５２年４月２日～同６２年４月１日
生まれで、幼稚園教諭免許状を持つか、平成
１９年３月３１日までに取得見込みの人
［試験内容］小論文・面接
［問い合わせ］学校教育課（�６２１－５４１３）

いいききいいききパパソソココンン
教教室室のの受受講講生生募募集集
受講生の希望にあわせて、右表の
講座のコーディネ－トを行います。
各講座とも午前クラス（１０：３０～１２：３０）
と午後クラス（１４：００～１６：００）があり
ます。
［ところ］シビックセンター３階
［対象］基礎コースはパソコン初心者。
その他のコースは基礎コースの修了
者かパソコンの基本的な操作ができ
る人。［定員］各１５人（先着順）［申し込み］１月１１日�以降（火曜日を除く）の１０：００～１８：００
にシビックセンター（�６２６－０４０８）へ。

家 賃（円）

７，５００～１２，４００

８，６００～１４，３００

２８，６００～４７，４００

２１，６００～３５，８００

２２，０００～３６，４００

１３，８００～２２，８００

１５，５００～２５，７００

１７，６００～２９，２００

１３，７００～２２，７００

１３，７００～２２，７００

１８，５００～３０，７００

１９，０００～３１，６００

１９，０００～３１，６００

２０，５００～３４，０００

３７，６００～６２，２００

２４，１００～３９，９００

３，３００～５，４００

６，４００～１０，７００

１３，２００～２１，８００

１１，３００～１８，３００

２１，２００～３５，１００

２９，９００～４９，５００

３３，７００～５５，９００

２５，１００～４１，６００

間取り（畳）

６－４．５－３－K３

６－６－D４．５

６－６－D８．３

６－６－６－D６

６－６－４．５－D８

６－６－６－L１０．５

６－４．５－４．５－４．５－K３

６－６－６－D６

６－６－K４

６－６－K４

６－６－１０．５－K４

６－６－１０．５－K４

６－６－１０．５－K４

６－６－１０．５－D７．５

６－６－６．３－L９．８

６－６－D６．１

６－K３

６－６－K３

６－６－４．５－D６

６－４．５－３－K４

６．３－５．５－DK６．５

６．４－６．６－６．２－DK７．７

６．５－７．４－６．２－LDK１３

８．５－６．２－DK８．１

階

１

３

３

４

２

４

１－２

４

２

３

４

３

４

２

２

１

２

３

４

１－２

３

３

１

３

建設
年度

S４１

S４５

H０９

S５９

S６０

S４６

S５４

S５１

S５６

S５６

S５６

S５７

S５７

S５８

H１３

H１４

S３０

S３０

S４５

S４９

H１８

H１８

H１８

H１８

所在地

末広四丁目９番１５－１

末広四丁目９番１９－１５

末広四丁目１０番１９－３０３

城東町二丁目４番３３－４０３

城東町二丁目４番５－２０２

応神町東貞方字北野２９番地

不動東町４丁目１６００番地の４

北島田町３丁目１５４番地の１

中島田町３丁目７９番地の４

中島田町３丁目７９番地の４

中島田町３丁目７９番地の４

中島田町３丁目７９番地の４

中島田町３丁目７９番地の４

中島田町３丁目７９番地の４

名東町３丁目４４９番地の２

名東町３丁目４４９番地の２

佐古八番町２番１－１４

佐古八番町２番１－１９

国府町芝原字野神６５番地の１

一宮町東丁２４７番地の１

上八万町樋口２６０番地

上八万町樋口２６０番地

上八万町樋口２６０番地

上八万町樋口２６０番地

号数

１

１５

３０３

４０３

２０２

４０２

３

１８

２０４

３０４

４０２

３０２

４０２

２０４

２０２

１０２

１４

１９

７

３－２

３０４

３０５

１０５

３０３

住宅名

末広１１棟

末広１３棟

末広１９棟

住吉東３棟

住吉東４棟

応神２棟

不動東第２

北島田１３棟

中島田１棟

中島田１棟

中島田１棟

中島田２棟

中島田２棟

中島田４棟

名東３丁目１９棟

名東３丁目２２棟

佐古A棟

佐古A棟

芝原１棟

一宮東

樋口南棟

樋口南棟

樋口中棟

樋口中棟

単身
入居

可

可

可

可

可

可

可

可

可

入居
区分

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

公営

テキスト代

各２００円

各２００円

各４００円

受講料

各１，０００円

各１，０００円

各１，０００円

開催日

２／５�
２／９�
２／１６�
２／２３�
３／２�
３／９�
３／１６�
２／１９�
２／２６�
３／５�
３／１２�

講 座 名

パソコンの基礎講座①

パソコンの基礎講座②

ソフトの基本操作講座＜インターネット編＞

ネットショッピング利用講座

無料ソフト利用講座

ソフトの基本操作講座＜電子メール編＞

電子メール活用講座

ソフトの基本操作講座

写真画像の修正講座

写真画像の加工講座

写真画像の合成講座

コース

基礎

インター
ネット・
メール

画像処理

凡例： は申し込み先 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。問申
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第７５１号 平成１９年１月１５日 （４）

一
昨
年
４
月
に
発
足
し
た

「
徳
島
俳
句
倶
楽
部
」。「
実

作
と
共
に
、
俳
句

の
基
本
と
な
る
骨

法
や
古
文
法
を
学

ぶ
こ
と
」
を
命
題

に
、
楽
し
み
な
が

ら
句
作
を
続
け
て

い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
職

業
や
年
齢
は
さ
ま

ざ
ま
。
句
歴
３０
年

の
主
幹
・
高
島
陣
さ
ん
を
中

心
に
１５
人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー

が
。
毎
月
第
３
水
曜
日
に
県

立
文
学
書
道
館
で
開
く
例
会

と
年
２
〜
３
回
の
吟
行
で
腕
を

磨
き
ま
す
。

例
会
で
は
、
毎
回
決
め
ら
れ

る「
若
竹
」「
薄
氷（
う
す
ら
ひ
）」

「
羅
（
う
す
も
の
）」な
ど
の
兼

題
で
作
っ
た
句
を
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
が
発
表
。
ど
の
句
が
い
い

か
、
見
直
す
点
は
ど
こ
か
な
ど
、

意
見
や
批
評
を
率
直
に
出
し
合

い
ま
す
。
そ
の
後
、
高
島
さ
ん

か
ら
の
指
導
が
あ
る
こ
と
も
。

「
も
と
も
と
知
り
合
い
だ
っ

た
人
は
少
な
い
ん
で
す
よ
。
一

人
で
参
加
さ
れ
る
人
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
で
も
、
こ
こ
で
俳
句

を
通
し
た
お
付
き
合
い
が
で
き

て
、
皆
さ
ん
と
て
も
生
き
生
き

と
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
高

島
さ
ん
。

俳
句
は
、
五
・
七
・
五
の
１７

文
字
で
情
景
や
心
情
を
表
現
す

る
日
本
独
自
の
文
化
。
季
語
が

あ
る
の
で
、
四
季
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
日
本
な
ら
で
は
の
文

芸
と
も
い
え
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
小
さ
な
子
ど

も
で
も
俳
句
を
作
る
な
ど
、
裾

野
が
広
い
の
も
特
徴
。
た
だ
、

そ
れ
だ
け
に
奥
も
深
く
、
メ
ン

バ
ー
の
一
人
は
「
歳
時
記
さ
え

あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
作

れ
る
け
れ
ど
、
上
手
な
句
は
な

か
な
か
作
れ
な
い
ん
で
す
。
で

も
、
続
け
て
い
る
と
、
少
し
ず

つ
力
が
つ
い
て
く
る
の
を
実
感

で
き
ま
す
」
と
話
し
ま

す
。中

に
は
、
い
ず
れ
自

分
で
句
集
を
出
そ
う
と

考
え
て
い
る
人
も
い
る

そ
う
で
す
。

倶
楽
部
と

し
て
は
、
会

員
数
を
３０
人
ま
で
増
や

す
の
が
目
標
で
、
「
こ

れ
か
ら
団
塊
の
世
代
が

退
職
時
期
を
迎
え
ま
す

が
、
気
軽
に
長
く
続
け

ら
れ
る
俳
句
は
趣
味
と

し
て
最
適
だ
と
思
い
ま

す
」
と
、
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈徳
島
俳
句

倶
楽
部
事
務
局
�（
６
３
３
）

５
５
９
６

徳徳島島フファァミミリリーー・・ササポポーートト・・セセンンタターー 提提提供供供会会会員員員募募募集集集！！！

子子育育ててのの応応援援ををししててみみまませせんんかか？？
「退職後、何かボランティア活動がしてみたい」「子どもが大きくなった
ので、少しの時間、子育ての応援ができる」などとお考えの人はいません
か？徳島ファミリー・サポート・センター（昭和町３、県労働福祉会館内）
では、子どもが好きで子育ての応援ができる会員を募集しています。

徳島俳句倶楽部

とと
くく
しし
まま

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
と
は
、
「
子
育
て
の

応
援
が
で
き
る
人
」
と
「
子
育

て
の
応
援
を
し
て
ほ
し
い
人
」

が
会
員
と
な
っ
て
、
地
域
の
中

で
育
児
に
つ
い
て
お
互
い
に
助

け
合
う
組
織
で
す
。

昨
年
１１
月
末
現
在
、
依
頼
会

員
が
７
１
０
人
な
の
に
対
し
て
、

提
供
会
員
は
２
９
２
人
、
両
方

会
員
が
１
２
６
人
と
、
提
供
会

員
が
少
な
い
状
態
で
す
。
セ
ン

タ
ー
で
は
、
両
会
員
と
も
常
時

募
集
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
は

特
に
提
供
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

昼
間
２
時
間
程
度
の
預
か

り
や
、
朝
や
夕
方
に
学
校
や

保
育
施
設
ま
で
の
送
迎
が
で

き
る
な
ど
、
少
し
の
時
間
の

お
手
伝
い
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
の
で
、
提
供
会
員
に
な
っ

て
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
提
供
会
員＝

徳
島
市
内

に
在
住
の
人
で
、
少
し
で
も

子
育
て
の
応
援
を
し
た
い
人
。

資
格
・
経
験
・
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
３
時
間
程
度
の
講
習
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

保
険
は
同
セ
ン
タ
ー
で
加
入
し

ま
す
。

◆
依
頼
会
員＝

徳
島
市
内
に

在
住
ま
た
は
市
内
の
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
人
で
、
０
歳
〜

小
学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の

子
育
て
の
応
援
を
受
け
た
い
人
。

報
酬
と
し
て
▼
月
曜
日
〜
金
曜

日
午
前
７
時
〜
午
後
９
時
ま
で

は
１
時
間
７
０
０
円
▼
そ
れ
以

外
は
１
時
間
８
０
０
円
を
提
供

会
員
に
直
接
支
払
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

基
本
を
大
切
に
し
な
が
ら
楽
し
く
句
作

９６

映映映
画画画「「「
眉眉眉
山山山
」」」徳徳徳
島島島
ロロロ
ケケケ
移移移
動動動
パパパ
ネネネ
ルルル
展展展

実
施
の
た
め
の
パ
ネ
ル
を
貸
し
出
し
ま
す

映
画
「
眉
山
」
支
援
委
員
会

で
は
、
昨
夏
行
わ
れ
た
徳
島
ロ

ケ
の
様
子
を
紹
介
す
る
「
パ
ネ

ル
展
」
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
、
同
展
を
開
催
し
て
い
た
だ

け
る
団
体
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

﹇
期
間
﹈３
月
１
日
�
〜
５
月
１１

日
�
ま
で
。
１
会
場
７
〜
１０
日

間
程
度

﹇
開
催
場
所
﹈各
会
場
持
ち
回
り

（
約
１０
カ
所
）

﹇
展
示
内
容
﹈▼
徳
島
ロ
ケ
の
様

子
を
紹
介
す
る
写
真
パ
ネ
ル
約

１
５
０
点
（
全
紙
サ
イ
ズ
以

上
）
▼
徳
島
ロ
ケ
の
説
明
パ
ネ

ル
▼
徳
島
ロ
ケ
の
メ
ー
キ
ン
グ

ビ
デ
オ
の
放
映
な
ど
（
予
定
）

﹇
貸
し
出
し
条
件
﹈▼
パ
ネ
ル
展

を
開
催
す
る
会
場
が
あ
り
、
同

展
を
運
営
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
▼
パ
ネ
ル
展
を
通
し
て
映
画

「
眉
山
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈１
月
３１
日
�

ま
で
に
、電
話
で
同
支
援
委
員

会
へ
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

市市市
民民民
参参参
加加加
ででで
楽楽楽
ししし
いいい
動動動
物物物
園園園
ににに
！！！

動動動動
物物物物
園園園園
ボボボボ
ララララ
ンンンン
テテテテ
ィィィィ
アアアア
募募募募
集集集集

と
く
し
ま
動
物
園
で
は
、
動

物
と
の
ふ
れ
あ
い
の
際
の
補
助

や
動
物
ガ
イ
ド
、
紙
芝
居
、
着

ぐ
る
み
散
歩
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

補
助
を
行
っ
て
い
た
だ
く
動
物

園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
第
３
期

生
）
を
募
集
し
ま
す
。

﹇
応
募
資
格
﹈満
１８
歳
以
上
で
、

２
〜
３
月
に
開
催
す
る
養
成
講

座
（
左
表
）
に
参
加
で
き
、
こ

と
し
４
月
か
ら
１
年
間
、
１２
回

以
上
活
動
で
き
る
人

﹇
募
集
人
数
﹈

約
２０
人
（
応

募
多
数
の
場

合
は
選
考
さ

せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ

り
ま
す
）

﹇
申
し
込
み

方
法
﹈動
物

園
備
え
付
け

の
所
定
の
申

込
書
（
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、１
月
１６
日
�
〜
３１
日
�

に
、直
接
、ま
た
は
郵
送
、フ
ァ

ク
ス
で
、と
く
し
ま
動
物
園〈
〒

７
７
１
―
４
２
６
７

渋
野
町

入
道
２２
―
１
�（
６
３
６
）３
２

１
８
〉へ
。

▲例会で自作の句を発表するメンバー

阿阿阿阿波波波波おおおおどどどどりりりり会会会会館館館館めめめめぐぐぐぐりりりりでででで
郷郷郷郷土土土土料料料料理理理理をををを味味味味わわわわおおおおうううう

●●新新春春弾弾きき初初めめ会会
新春にふさわ

しい華やかな邦
楽の音色を楽し
んでください。
［とき］１月２１日
�１３：３０～１６：００
［ところ］博物館和室 ［出演］藤本玲
箏曲スタジオの皆さんほか
●●書書のの講講座座生生発発表表展展「「与与謝謝野野晶晶子子」」
博物館で開講している「書の講

座」受講生の作品展。与謝野晶子の
和歌を題材に、華麗な料紙を用いて
華やかな「書」の世界を演出します。
［とき］１月２４日�～２８日�
［ところ］博物館和室

●●節節分分豆豆ままきき
博物館にやってきた赤鬼・青鬼に
向けて、太鼓の音に合わせて豆をま
きましょう。
［とき］２月１日�１０：００～１１：００
［ところ］博物館和室および旧徳島城
表御殿庭園
［出演］和太
鼓「藍吹雪」
の皆さん
※豆と升は
参加者持参

◆新成人記念射会の参加者募集
２月１１日	１３：００～博物館で実施

する「徳島城射初め演武」の中で行

われる「新成人記念射会」の参加者
を募集します。
［参加資格］満２０歳、あるいは平成１９
年中に満２０歳になる新成人で弓道経
験者または日弓連有段者。男女とも
和服を着用し、弓具は各自で持参す
ること。
［申し込み方法］１月３１日�までに、
名前、生年月日、住所、電話番号、
取得段位もしくは経験年数を書いて、
郵送またはファクスで徳島城博物館
（〒７７０－０８５１ 徳島町城内１－８
�６５６－２４６６）へ。
※いずれの催しも参加は無料ですが、
入館料（大人３００円、高校・大学生
２００円、中学生以下無料）が必要で
す。
［問い合わせ先］徳島城博物館（�６５６
－２５２５）

徳徳徳徳島島島島城城城城博博博博物物物物館館館館初初初初春春春春イイイイベベベベンンンントトトト・・・・参参参参加加加加募募募募集集集集
スタンプカードを
手に、阿波おどり会
館と関連施設を散策
し、スタンプ押印３
カ所以上で、郷土料
理（たらいうどんや
祖谷そば、焼きもち）の試食などがで
きます。
［期間］１月２０日
～２月４日�
［対象］期間中、阿波おどり会館でセッ
ト入場券（阿波おどりミュージアム・
昼の阿波おどり公演・眉山ロープウェ
イ）を購入していただいた人
［スタンプ設置場所］阿波おどり会館、
眉山ロープウェイ山頂駅など５カ所
［問い合わせ先］阿波おどり会館（�６１１
－１６１１）

とくしま動物園ボランティア養成講座

内 容

概論、動物解説（ほ
乳類・鳥類）、衛生管
理、ふれあい実習

※いずれも、時間は１３：００～１６：００。とくしま動物園内にて。

開催日
２月１８日�
２月２５日�
３月４日�

回
第１回
第２回
第３回

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈徳
島
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
�（
６
１
１
）１
５
５
１
、

商
工
労
政
課
�（
６
２
１
）５

２
２
５

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈観
光
課
内

・
映
画「
眉
山
」支
援
委
員
会

�（
６
２
１
）５
２
３
２

き

き

い

い

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈と
く
し
ま

動
物
園
�（
６
３
６
）３
２
１
５
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